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第 1 章：問題 

コロナ禍以降，テレワークを導入する企業は増加傾向にあり，国土交通省（2023）によると令和 4年，

雇用型テレワーカーの割合は首都圏では 40％を占めている。テレワークは時間の有効活用や通勤の

負担軽減に役に立っている一方で，テレワークの運用がうまくできていないと考えている企業もある

（厚生労働省，2021）。 

テレワークにおいてマネジメントに苦慮する管理職が多くいることが分かっている（リクルートマネジメ

ントソリューションズ組織行動研究所，2022）。テレワークにおいては構造的なサポートが有効であるこ

とや（Hoch＆Kozlowski,2014），細かいモニタリングよりも適切なコミュニケーションによる情報共有が

重要であることが分かっている（Beauregard et al, 2019）。したがって，テレワークにおいては平時と

比べてマネジメントやコミュニケーションを工夫することが重要であると言える。 

 

第２章：目的と意義 

テレワークにおける上司のコミュニケーションの質，上司によるサポート，上司との目標一致に着目

し，ワーク・エンゲイジメント，精神症状との関連について検討する。また, 職位の高群と低群，男女別

でこれらを比較し,検討を行う。以下, 本研究の仮説を示す。 

仮説 1. 部下が認識する上司コミュニケーションの質，上司からのサポート，上司との仕事上

の目標の一致度が高いほど，部下のエンゲイジメントと精神的健康度は高くなる。 

仮説 2. 職位が低いほど職務の自律性が低いと考えられることから，職位が低いほど，部下の

エンゲイジメントと精神的健康度に与える上司によるコミュニケーションやサポートの影響

は大きい。 

 

第３章：方法 

研究倫理委員会の承諾後, Web 調査を実施した。テレワークによる業務が主となっており，

調査への協力が得られたコンサルティングファーム A 企業内の特定の部署に所属する社員 91

名を対象とした。調査は上司コミュニケーションの質尺度, 上司によるサポート尺度，上司との目標

一致尺度，ワーク・エンゲイジメント尺度,新職業性ストレス簡易調査票,基本属性, テレワーク状況に関

する質問を行った。分析は HADを用いた。 

 

第 4章：結果 

本調査の対象であったコンサルタント会社の対象部門の従業員の特徴として，女性の比率

は約 30％で，勤続年数は 1～3 年が 73.63％と非常に短く，テレワークの頻度が高く選択の自

由度も高いということが示された。 

「上司のコミュニケーションの質」と「上司によるサポート」が高いと，「ワーク・エン

ゲイジメント」が高く，「精神症状」は低いという結果が得られた。「上司との目標一致」

に関しては有意な結果は得られなかった。よって仮説１を一部支持する結果が得られた。さ

らに重回帰分析の結果，「上司のコミュニケーションの質」が高いほど, 「ワーク・エンゲ

イジメント」が高い傾向を示した。 

次に，職位別と男女別でそれぞれ比較したところ，職位低群と女性においてより強く，上司

の関わりと部下の「ワーク・エンゲイジメント」と「精神症状」の関連性が見られた。  

 

第 5章：考察 

全体の結果として，「上司のコミュニケーションの質」と「上司によるサポート」は「ワ

ーク・エンゲイジメント」と正の相関があり，「精神症状」と負の相関が見られた。重回帰

分析の結果，「上司のコミュニケーションの質」が高いほど, 「ワーク・エンゲイジメント」

が高い傾向を示した。よって，今回の対象においては, 上司のサポーティブな関わりよりも

適切なコミュニケーションが重要であることを示していると言える。「上司との目標一致」

に関しては有意な結果は得られなかった。したがって，仮説 1は一部において支持された。 

 次に，職位グループ別の相関分析では，職位低群の方が上司による関わりの影響が大きい

ことが示された。さらに重回帰分析の結果，「上司のコミュニケーションの質」がより重要
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であることが示唆された。したがって，仮説 2 は支持された。加えて男女別で比較したとこ

ろ，男性よりも女性の方が上司による関わりの影響が大きいことが示された。 

 このことから，テレワーカーのワーク・エンゲイジメントと精神症状は，上司のコミュニ

ケーションの質と上司によるサポートに影響を受けやすく，中でもより適切なコミュニケー

ションが重要であると考えられる。よって，テレワーカーのワーク・エンゲイジメントと精

神的健康度を高めるには，上司・部下間のコミュニケーションの質を上げること，具体的に

は上司・部下間のスムーズなコミュニケーションを通して考えや認識を一致させること，正

確にお互いの考えを伝え合うことが重要だといえるだろう。併せて部下に対してサポーティ

ブに関わること，具体的には部下が困ったときに，上司に気軽に相談できる関係を作ること

が効果的である可能性が示唆された。 

 また職位が低く，業務の自律性が低い若手従業員などには，職位が高い管理職などと比べ

てより質の高いコミュニケーションを取ることを意識し，サポーティブに関わることが従業

員のワーク・エンゲイジメントを高め，精神的健康度を保つ助けになるといえるだろう。 

 また女性社員に対しても，男性社員と比べてよりサポーティブに関わることで，ワーク・

エンゲイジメントを高め，精神的健康度を保つ助けになるかもしれない。さらに，女性社員

に対しては短い会話で必要なことを伝えられるような効率的なコミュニケーションをとるこ

とも効果的であるといえるかもしれない。 

 以上のことから，職位別や男女別での特徴が示唆された。これらの特徴を踏まえて，テレ

ワークにおける上司の関わりを工夫することが，従業員のワーク・エンゲイジメントや精神

的健康度を高めることに有効であることが明らかになった。 

 

第 6章：まとめ 

仮説の検証結果から，ワーク・エンゲイジメントや精神症状に対する上司のコミュニケー

ションの質と上司によるサポートの影響を示唆する結果が得られた。また，仕事の自律性が

低いと考えられる職位が低い従業員や，ワークライフバランスの影響をより受けやすいと考

えられる女性では，特に上司の関わりによる影響が大きいことが示された。 

最後に，調査の限界として，本調査は一企業の一部門を対象としており，さらに対象者が

コンサルタント業務に従事する者に限られていたため結果の一般化が難しいこと，対象者が

少なかったことを示した。 
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